
予算全体の姿

◆令和４年度当初予算（一般会計）の規模は、

対前年度比 4.3％の増で、総額 548億2,892万円

R４ R３

当初 ａ 当初 b

54,828,920 52,564,392

a-b

予算比 2,264,528

伸率 4.3%

令和４年度当初予算（一般会計）のポイント

（単位： 千円）
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市税の状況

◆令和４年度当初予算における市税収入は、

対前年度比 10億5,000万円、7.1％の増で、総額 158億5,000万円

Ｒ４ Ｒ３ 予算比 伸率 備考

個人市民税 6,190,000 5,852,000 338,000 5.8 所得割の増

法人市民税 759,000 539,000 220,000 40.8 コロナの影響の縮小による増

固定資産税 6,409,650 6,012,493 397,157 6.6 コロナ軽減の終了による増

軽自動車税 432,000 409,000 23,000 5.6 税率変更による増

市たばこ税 730,350 729,507 843 0.1 －

入湯税 14,000 14,000 0 0.0 －

都市計画税 1,315,000 1,244,000 71,000 5.7 コロナ軽減の終了による増

計 15,850,000 14,800,000 1,050,000 7.1

（単位： 千円・ ％）



地方交付税の状況

◆地方交付税は、対前年度比 8億5,000万円、8.2％の増で、

総額 112億5,000万円

◆臨時財政対策債は、対前年度比 ▲17億円、65.4％の減で、

総額 9億円

区分 Ｒ4 Ｒ３ 予算比 伸率

普通交付税 10,550,000 9,700,000 850,000 8.8

臨時財政対策債 900,000 2,600,000 ▲1,700,000 ▲65.4

小計 11,450,000 12,300,000 ▲850,000 ▲6.9

特別交付税 700,000 700,000 0 0.0

合計 12,150,000 13,000,000 ▲850,000 ▲6.5

※地方交付税 11,250,000 10,400,000 850,000 8.2

（単位： 千円・ ％）

※ 国の状況

・地方交付税 18兆538億円 （前年度比 ＋6,153億円、 ＋3.5％）

・臨時財政対策債 1兆7,805億円 （前年度比 ▲3兆6,992億円、 ▲67.5％）

地方交付税総額について前年度を0.6兆円上回る18.1 兆円を確保するとともに、

臨時財政対策債を前年度から3.7兆円抑制。
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市債の状況

◆市債発行は、対前年度比 5億650万円、8.5％の増で、

総額 64億3,870万円

区 分 Ｒ４ Ｒ３ 予算比 伸率
構成比

Ｒ４ Ｒ３

臨時財政対策債 900,000 2,600,000 ▲1,700,000 ▲65.4 14.0 43.8

建設地方債 5,538,700 3,332,200 2,206,500 66.2 86.0 56.2

合計 6,438,700 5,932,200 506,500 8.5 100.0 100.0

（単位： 千円・ ％）



義務的経費の状況

◆義務的経費は、対前年度比 ▲5,729万4千円、0.2％の減で、

総額 274億9,185万6千円

【人件費】 対前年比 ▲3億1,889万9千円 ▲3.0％

一般職員給与費 ▲2億7,482万6千円 ▲2.7％

うち期末勤勉手当 ▲1億2,189万3千円 ▲7.2％

時間外勤務手当 ▲4,115万3千円 ▲11.7%

【扶助費】 対前年比 1億5,097万4千円 +1.3％

障害者介護給付等事業 ＋1億8,897万1千円 ＋6.6％

特定教育・保育施設型給付事業 ＋7,000万円 ＋2.7％

児童手当支給事業 ▲6,500万円 ▲3.9％

【公債費】 対前年比 1億1,063万1千円 + 2.0％
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投資的経費の状況

◆投資的経費は、対前年度比 23億4,629万5千円、49.6％の増で、

総額 70億7,878万5千円

【主な事業】

二見地区小中学校整備事業 ２，５３７，３８６千円

中心市街地再生事業 ５８０，０９３千円

保健福祉拠点施設整備事業 ４８６，０００千円

二見地区統合園整備事業 ４３６，０２１千円

高向小俣線ほか1線整備事業 ３５５，９５７千円

橋梁長寿命化事業 １５３，３００千円

中心市街地活性化整備事業 １１７，９００千円

民間保育所等施設整備事業 １１７，６６１千円

排水施設整備事業 １０３，４００千円

避難所等整備事業 ８８，０００千円

集まれこどもたち公園整備事業 ６９，５３０千円



繰出金の状況

◆特別会計、企業会計に対する繰出金は、対前年度比 1億5,757万6千円、1.9％の増で、

総額 84億4,926万9千円

国民健康保険特別会計 ▲３,２１９万９千円

後期高齢者医療特別会計 ＋５,４４７万４千円

病院事業会計 ▲１億１,２８５万円

下水道事業会計 ＋２億３,０００万円

◆一般財源不足額に対して、財政調整基金30億5,800万円を繰入予定

令和３年度当初予算における財政調整基金繰入金の予算計上額は、38億800万円

※Ｒ３年度末財政調整基金残高見込み 88億9,090万8千円

※Ｒ４年度末財政調整基金残高見込み 58億4,964万4千円

財政調整基金の状況
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補正前 ６０５億２,９１３万４千円

補正額 ▲１０億６,６８６万９千円

補正後 ５９４億６,２２６万５千円

○ 通常の最終的な計数整理に伴う補正予算

○ 国の補正予算第１号に伴う国庫支出金の配分内示等に基づく事業の追加

○ 計数整理等に伴う基金繰入れの減額

財政調整基金繰入金 ▲１９億９,９５８万４千円

Ｒ３ 補正予算

一般会計 １４号補正状況



国補正予算の対応状況（新型コロナウイルス感染症対策）

◆ 国の補正予算（第１号）で措置された、「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」

を実施するための事業等を編成中。

・「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」

・「各省庁の補助金等」 を活用した

新型コロナウイルス感染症にかかる

「感染防止」・「生活支援」・「経済対策」事業
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